
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋都心部の錦二丁目地区は、かつて繊維街として栄えた職住共存の地区で、地元

の人が中心となって公共空間の整備・活用を進めています。ここでは、地域の住民や企業

を中心としたまちづくり活動を、専門家を含めたエリアマネジメント会社がサポートし、

様々な都市デザインを試みています。ウォーカブルな空間整備に関する取り組みとして

は、都市の木質化やみどりの回復を目指したベンチの整備、道路を滞在空間として活用

する「みちにわマルシェ」、そして再開発事業における広場（会所）と路地の再生など、

様々なアプローチで地域全体の公共空間の滞在性とネットワーク性向上を進めています。 

 

【所属機関・連絡先】 

名城大学 理工学部 中村一樹 

 Tel：052－838－2351 E-mail：knaka@meijo-u.ac.jp 

まちづくりトピックス 

（左）再開発事業により再生した会所と路地 （右上）地域住民による都市の木質化ベンチの整備  

（右下）みちにわマルシェ（2020 年） 

PROFILE 

名城大学 理工学部  中村 一樹 

錦 2丁目地区における人をつなぐ公共空間整備 


